
■ジオガイドスキルアップ研修を行いました

山路を登りながら

　ジオガイドはジオツアーを通して、普段は気づきにくい大地

がくれた地域の宝ものの価値をわかりやすく教えてくれる、ジ

オパークの案内人です。立山黒部ジオパークのジオガイドは各

種ジオツアーや、宇奈月温泉にある拠点施設わくわく広場「う

なジオ」に 5月～ 11 月の土日祝日に常駐してガイド活動を行っ

ています。近年ジオパークの認知度の上昇とともに、ジオガイ

ドの活躍の場も増加してきています。そこで、ガイドにとって

大切なことを考え、ガイド力の向上を図るため、12 月 3 日（火）

に、ＮＰＯ法人桜島ミュージアム理事長の福島大輔さんをお招き

して、ジオガイドのスキルアップ研修を行いました。

　まず最初に、福島さんから今回の研修の目的についてお話が

あった後、参加者が 1人 1分で自己紹介を行いました。そして、

「ガイドにとって大切なこと」をグループワークを交えながら考

えていきました。「ＴＯＲＥ理論」を取り入れたガイド方法につ

いて福島さんから説明を受けた後、一人 5分の模擬ガイドを行

いました。そして同じグループの参加者同士でガイドの内容や

話し方などについて評価し合い、その結果をフィードバックし

ました。今回の研修では、決まった時間にわかりやすく楽しい

ガイドをするための心構えやノウハウを学ぶ事ができました。

また、それを自分のガイドに活かしていくためには、練習を繰

り返すことが大切だとわかりました。

　立山黒部ジオパークでは多くのお客様に富山県東部の大地が

くれた地域の宝ものを楽しんでいただけるよう、案内人である

ジオガイドのスキルアップ研修をこれからも引き続き行ってい

きます。 ※ ＴＯＲＥ理論：ガイドに必要な４つのポイントのこと
　① テーマ（Theme）　② 構成（Organized）
　③ 身近さ（Relevant）関連がある　④ 楽しい（Enjoynable)
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■ジオパーク協会共催イベントのお知らせ

立山の雪を体験しよう
立山カルデラ砂防博物館フィールドウォッチング

【日　時】 2020 年２月１日（土）　10:00 ～ 16:00

【対　象】小学校３年生以上（小学生は保護者同伴）

【参加費】2,500 円（小学生 1,500 円）　※お弁当代、保険料など

【定　員】20 名（先着順）※申込受付は 2020 年 1 月 5 日（日）から

【服装・持ち物】防寒着、飲み物、手袋、帽子、

　　　　　　　 長ぐつ（スノーブーツなど）

雪の結晶つくりや積雪の観察、博物館周辺の野山での生き物探しを通して、立山の雪を思いきり体験します。

【お申込み・お問合わせ先】

立山カルデラ砂防博物館学芸課　TEL:076-481-1363

はじめてのぶらかんじき

【開催日】2020 年１月 12 日（日）、19 日（日）、26 日（日）

　　　　　　　 ２月２日（日）、９日（日）、16 日（日）

【時　間】10:30 ～ 12:30

【対　象】小学生以上

　　　　 ※小中学生は要保護者同伴

　　　　　 保護者１名に対して小中学生３名まで

【定　員】各回 15 名（先着順）

【参加費】1,000 円（保険代など）

【持ち物・服装】スキーウェア、防寒手袋、帽子、

　　　　　　　長ぐつまたはスノーブーツ、サングラスまたはゴーグル

　　　　※かんじき、スノーシューなどは博物館より貸出します（無料）

【参加申込】立山カルデラ砂防博物館（TEL:076-481-1160）まで、

　　　　①参加希望日 ②参加者氏名 ③年齢（または学年） ④居住地

　　　　⑤前日・当日に連絡可能な電話番号をお知らせください

　　　　※受付は各開催日前日の正午まで

　「立山かんじき」やスノーシューをはいて常願寺川の河原をたどりながら、立山山麓の自然を楽しみま

す。雪や雪の中の動植物などの観察や雪原でのティータイムが楽しめます。

【お申込み・お問合わせ先】

　立山カルデラ砂防博物館　TEL:076-481-1160



【お申込み・お問合せ先】
　立山黒部ジオパーク協会事務局
　TEL：076-431-2089
   E-mail：info@tatekuro.jp

■「ＴＫＧジオカフェ in ＴＲＥＥ」を開催しました

　12 月 18 日（水）に、入善町入膳のうるおい館

１階にある「カフェ居酒屋ＴＲＥＥ（ツリー）」

にて、“ジオカフェ”を開催しました。“ジオカ

フェ”とは、立山黒部ジオパークや会場のお店、

当日の話題などに興味のある人が会場であるお

店に集まり、食事や飲み物を楽しみながら提供

された話題や地域のことについて語りあう活動

です。

　ＴＲＥＥさんのワンプレートごはんを楽しん

だ後、黒部川扇状地研究所所長の水嶋一雄先生

から、長年研究されているパキスタン北部地域

の人々の暮らしや農耕文化などについて、現地

の写真などを織り交ぜてお話いただきました。

日本とは気候も文化も違う異国の人々の生活に

参加者の皆さんも興味津々で、お話後は多くの

質問がでて大変盛り上がりました。

入善町入膳 5232-5　うるおい館１F　TEL:0765-74-1068
月～木 12:00 ～ 22:00（LO. 21:30)　金・土 12:00 ～ 24:00（L.O. food 22:00/drink 23:30)

定休日：不定休（基本：日曜日、月曜日）

今回のお店 ♡ カフェ居酒屋 ＴＲＥＥ（ツリー）

コーヒーとワインと手作り料理を楽しめるカフェ。お店の中にはアート
作品が展示してあり、食事と一緒にアートも楽しむことができます。

日　時：2020 年 1 月 28 日（火）19:00 ～ 21:00

場　所：トントン

　　　　黒部市吉田 579-1

講　師：中瀬 公子 さん（黒部市吉田科学館 学芸員）

参加費：1,500 円（食事代）

定　員：15 名（事前の申込みが必要です）

１月のジオカフェ「ＴＫＧジオカフェ in トントン」

【日　時】2020 年 1 月 26 日（日）9:00 ～ 16:00

【参加費】500 円（小学生以下無料）　※資料、保険代など

【発着場所】富山駅北口（9:00 集合）

　　　　　 地鉄新黒部駅前（10:00 集合）

【行き先】 ＹＫＫセンターパーク、黒部市吉田科学館、

　　　　 黒部市地域観光ギャラリー

【定　員】25 名（先着順）※小学校３年生以下は保護者同伴

【服装・持ち物】弁当、飲み物、自然観察できる服装、雨具など

【お申込み・お問合わせ先】

　黒部市吉田科学館　 

　TEL：0765-57-0610

■ジオパーク協会共催イベントのお知らせ

扇状地の施設を訪問しよう～黒部の施設を再発見～
ジオ＆みずはくツアー 2019

　黒部川扇状地上にある施設をめぐりながら、黒部の魅力を再発

見します。

のお知らせ



■協会会員企業の紹介

立山黒部ジオパーク協会の会員企業を、

五十音順（昇順、降順で各１社ずつ）

でご紹介していきます。

■たてくろ　見どころ紹介コーナー

　舟橋村竹内にある竹内天神堂古墳は、全長 38.4 ｍの

前方後方墳です。この古墳から４世紀後半（古墳時代

前期中ごろ）の高杯の一部が発掘されているため、そ

の頃に築かれたと推測されています。現在は、高さ１ 

ｍほどの前方部と、高さ４～５ｍほどの後方部が残っ

ており、その上に神明社が立っています。富山平野東

部にある古墳としては最も古いことから、この地域を

治めた最初の首長が埋葬されたと考えられています。

　舟橋村の大半は常願寺川がつくる扇状地上にあり、

北側に白岩川がつくる低湿地があります。竹内天神堂

古墳時代の首長が眠る古墳 ～河川がつくる微地形を利用する～

竹内天神堂古墳

古墳は扇状地と低湿地の境目にあり、付近では両河川の氾濫の痕跡がみられます。安政の飛越地震（1858 年）

は、常願寺川扇状地に大規模な土石流をもたらし、舟橋村の扇状地部分も「鳶泥」に覆われました。しかし、

竹内天神堂古墳は、白岩川の自然堤防上の周囲より高い場所にあったため、土石流の直撃を受けませんでした。

古代の人々は古墳を築く際に地形を考慮していたことがうかがわれます。


